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検討項目
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1. ＡＭの価値・可能性 ⇒会社紹介・AM事業展開の項で説明
2. ＡＭ人材の確保・強化 ⇒省略
3. ＡＭの技術進展，コスト低減 ⇒装置ｘ材料で多様化、コストを含めた普及トリガーの認識
4. ＡＭに関する産学連携の強化（地域拠点化を含む）
5. 技術基盤（品質保証・認証制度等）の整備と促進 ⇒市場普及には部品設計者の利便性向上が必要
6. ＡＭの認知度向上（ＡＭ活用事例を含む）





1.ＡＭの価値・可能性(会社紹介とAM事業)
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WirePowderBulk

ASTM F3187 ※ガイドライン
(AMS/AWS溶接材料規格を引用、
JIS規格はAWS規格に概ね対応)

ASTM F2924/F3001(Ti6-4)
F3055(UNS N07718)
F3056(UNS N06625)
F3184(UNS S31603)

ASTM F3187
(一部ASTM規格ありバルク材の成分
規格を引用、JIS規格はなし)

多数あり
(海外規格とJIS規格が殆ど対応)
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5.技術基盤（品質保証・認証制度等）の整備と促進

PBF
方式

DED方式

適用される成分規格に差異

AM製品に関してはPowder、Wire共に成分・品質規格(JISなど)整備が不足．
→素材メーカーとしては製品製造、部品加工メーカーの普及に必要と考えている．

※ASTMでも限られた造形方式・材料のみ制定、未制定の鋼種が多く汎用性に乏しい、またAM製品に対する
強度特性含めた品質保証規格が殆どなく設計に落とし込めない
→国内で適用事例を増やすにはAM関連のJIS規格整備を進める必要がある

※粉末/ワイヤで成分規格が異なる、特にワイヤ(溶接材料成分規格)は構造部品としての適用可否判断が難しい
→材料メーカーとしてはAM用ワイヤではバルク材成分の規格も必要と考える

※ASTM InternationalがAmerica Makesのプラチナメンバー登録、米国でAM技術に関する標準化推進の動き
が加速していくと予想




